























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ａ国 2０ 4０ １























































































































































































































































































































Ａ国 4５ 3０ １
Ｂ国 9０ 6０ ２
綿糸 小麦 ９
Ａ国 2０ 3０ １
Ｂ国 9０ 6０ ２
綿糸 小麦 ９
Ａ国 2０ 2２．５ 0.5































































































Ａ国 2０ 2５．８ 0.6
































































Ｂ国 7５ 6２．２８ 1.8
金沢大学経済学部論集第17巻第１号１９９７．３
１単位の国際価値価格金439とＢ国小麦１単位の国際価値価格金34.69は第
２段階と第３段階の中間の値である。綿糸の価格差は金４．９９，小麦の価格差
は金4.9ｇである。
この中間段階の特徴は，貨幣の相対的価値がすでに第３段階のそれと同じ
大きさになっていること，綿糸の価格差と小麦の価格差とが同じ大きさであ
ること，である。したがって，この中間段階以降はつぎのように進行する可
能性がある。すなわち，貨幣価値はＡ国，Ｂ国のそれぞれで漸次的に第３段
階の値に近づくが，貨幣の相対的価値はそのままの大きさを維持しつづける，
そして，綿糸の価格差と小麦の価格差とが同じ大きさであることを維持しな
がら，綿糸の価格差と小麦の価格差とが漸次的にひきつづき縮少し，第３段
階に至って，価格差が消滅する。したがって，このケースの場合，中間段階
（その２）と同じように，第２段階からこの中間段階まではＡ国の出超傾向
で，これに対して，この中間段階から第３段階に至るまでは貿易均衡を維持
しながら進行する可能性がある。
(1)マルクス・エンゲルス全集13,大月書店，137ページ。
(2)同上書，２３（ａ），４９～50ページ。
(3)松本久雄『国際価値論と変動為替相場」新泉社，９４～101ページ。
(4)同上書，９９ページ。
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